
技術・家庭（技術分野）年間指導計画（１年） 

広島市立瀬野川中学校 

月 題材名 
時

数 
主に学習すること 学習の目標 評価の観点 

 ４ 

 ５ 

 

 

 

 

 

ガイダンス 

 

 

 ２ 

 

 

･生活を支える技術について考えよう。 

 

 

･小学校の学習を踏まえて，

中学３年間の学習の見通し

を持つ。 

１，２，４ 

 

 

生活とものづく

りの技術 

 

 

 ２ 

 

 

 

･くふうするすばらしさを知る。 

 

 

 

･エネルギー活用技術，情報

技術，加工技術の進歩により

，豊かな生活が支えられてい

ることを知る。 

１，２，４ 

 

 

 

 ６ 

 ７ 

 

 

 

 

 

栽培の見通し 

 

 ２ 

 

･栽培する場所や栽培する作物について考える。 

 

･作物の生育時期や生育特性

が理解できる。 

 

１，２，４ 

 

日常の手入れ 

 

 ２ 

 

･作物を育てるためにはどのような環境にすれ

ばよいか考える。 

･作物の種類や栽培目的･方

法に応じた作業について理

解できる。 

１，２，４ 

 

木材の特徴  ２ ･木材の特徴を知る。 ･木材の特徴を理解した加工

法などを理解する。 

 

１，２，４ 

 ９ 

１０ 

１１ 

１２ 

 

 

 

 

 

加工の方法 

 

 

 ２ 

 

 

･木製品の完成までの手順考える。 

 

 

･木製品の完成までの手順が

理解できる。 

 

１，２，４ 

 

 

木材のけがき 

 

 

 

 ６ 

 

 

･材料や加工法に応じたけがきの方法と工具を

知る。 

 

･けがきの方法を理解し，材

料にけがきができる。 

･工具の仕組みを観察し，安

全に使用できる。 

 

１，２，３

４ 

木材の切断 

 

 

 

 ６ 

 

 

 

･材料を切断する工具の仕組みとその使い方を

知り，材料に応じた基本的な切断の仕方を経験

する。 

･切断工具を使って，安全に

切断できる。 

･切断工具の名称と使い方が

説明できる。 

 

１，２，３

４ 

 １ 

 

 

 

 

木材の切削 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

･切削用工具の仕組みとその使い方を知り，材料

に応じた基本的な切削の仕方を経験する。 

 

 

 

･切削工具を使って，安全に

切削できる。 

･切削工具の名称と使い方が

説明できる。 

 

１，２，３ 

４ 

 

 

 

 ２ 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

組み立て 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

･接合の仕方を知り，材料に応じた適切な接合に

ついて考える。 

 

･くぎ接合やねじ接合の方法

を説明できる。 

･くぎと接着剤を用いて，木

材の接合ができる。 

１，２，３ 

４ 

 

 

表面仕上げ 

 

 

 ２ 

 

 

･表面の処理方法を知り，用途に応じた表面処理

を考える。 

 

･材料に応じた表面仕上げが

できる。 

 

１，２，３ 

４ 

 

まとめ 

 

 １ 

 

・木製品の製作を通して感じたことや学んだこ

とを整理し，まとめる。 

・学習したことの整理ができ

る。 

 

１，２，３ 

４ 

 

 

合  計 

 

 

 

 

３

５ 

 

 

観点について  

１：生活や技術への関心・意欲・態度  

２：生活を工夫し創造する能力  

３：生活の技能  

４：生活や技術についての知識・理解 

 



技術・家庭（家庭分野）年間指導計画（１年） 

広島市立瀬野川中学校  

月 題材名 時数 主に学習すること 学習の目標 評価の観点 

４ ガイダンス 

私と家庭生活 

２ 

 

・ 生活の自立に必要や知識や技術は何かを考え

る。 

・ 自分の成長と家族や家庭生活とのかかわりに

ついて考える。 

・ 小学校家庭科の学習を

踏まえて，中学校３年間

の学習の見通しをもつ。 

１，４ 

５

６

７ 

衣生活と自立 １０ ・衣服の目的に応じた着方や個性を生かした着方

を考えながら，衣服の働きをまとめる。 

・衣服調べをして，必要な衣服の数量を把握し，

過不足や処分の仕方を考える。 

・手持ちの衣服の活用を考えながら，表示や縫製

の良否，手入れの方法や価格など，既製服の適

切な選択方法を知る。 

・衣服の洗濯や補修などの手入れの必要性を理解

し，衣服の材料や状態に応じた手入れの方法を

知る。 

・よりよい衣生活を目指して，衣服計画を立て，

衣服の活用や管理の方法を工夫する。 

・ 衣服と社会生活とのか

かわりを理解し，目的に

応じた着用や個性を生か

す着用を工夫できるよう

にする。 

・ 衣服の計画的な活用の

必要性を理解し，適切な

選択ができるようにす

る。 

・ 衣服の材料や状態に応

じた日常着の手入れがで

きるようにする。 

１，２，３，

４ 

９

10 

11 

12 

 

生活を豊かに

するために 

 

 

 

１５ ・ 手縫いの基礎を練習する。 

（糸通し，玉結び，玉どめ，並縫い，本返し

縫い，ボタン付け，スナップ付け，まつり縫

い） 

・ ミシン縫いの基礎を練習する。 

（上糸の準備，下糸の準備，糸調子， 

直線縫い，曲線縫い，返し縫い） 

・ 手縫いやミシン縫いの技術を活用し、生活の

中であるといいなと思うものを考える。 

・ 製作に必要な材料や用具、製作手順や時間な

どの見通しをもつ。 

・ 生活を豊かにする布を用いた物を製作する。 

・身近な衣服の材料である

布を用いた物の製作を通

して，自分や家族の生活

を豊かにするための工夫

ができるようにする。 

１，２，３，

４ 

１

２

３ 

住生活と自立 

 

 

 

 

 

 

☆ 生活の課

題と実践 

８ ・自分や家族の生活と住まい方とのかかわりを考

える。 

・家庭内事故とその原因について知り，安全に住

むために改善の方法を考える。 

・健康で快適な室内環境の条件を知り，改善の方

法を考える。 

・家族が安全で快適に住むための室内環境につい

て課題を見つけ，改善の方法を考える。 

 

☆ 春休みに、衣生活又は住生活をよりよくする

取組を実践し、発表をする。 

・住まいの役割や基本的な

機能について考える。 

・自分や家族の住空間と生

活行為とのかかわりについ

て考え，住居のもつ基本的

な機能がわかる。 

・家族が安心して住まうた

めの室内環境の整え方を知

り，住まいの在り方に関心

をもって快適な住まい方の

工夫ができるようにする。 

１，２，４ 

 

合  計 ３５ 

観点について  

１：生活や技術への関心・意欲・態度  

２：生活を工夫し創造する能力  

３：生活の技能  

４：生活や技術についての知識・理解 
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